
教員の資質向上方策の見直し及び教員免許更新制の効果検証に係る調査 

集計結果 

 

 

1. 目的 

教員の資質向上方策の抜本的な見直しに着手するにあたって、学校関係者、大

学関係者など、広く意見の集約及び情報収集を行う調査を実施し、今後の在り方

を検討する上での基礎資料とすることを目的とする。 

 

 

2. 委託先 

株式会社三菱総合研究所 

 

 

3. 調査期間 

  平成２２年 ４月～８月 

 

 

4. 調査方法 

(1) 質問票による調査 

調査対象 配布数 回収数 回収率 

(1) 教員 20,252 14,230 70.3%

   （うち 免許状更新講習 受講者） 4,009 －

   （   免許状更新講習 非受講者） 8,901 －

(2) 学校長 10,126 6,497 64.2%

(3) 保護者 10,126 6,286 62.1%

(4) 教育委員会 1,840 1,151 62.6%

(5) 教職課程を有する大学 864 662 76.6%

(6) 学生 3,003 2,385 79.4%

 

※ 教員の回収数について、免許状更新講習受講者/非受講者の合計が教員全体の回収数と一致
しないのは、免許状更新講習受講の有無が分からない回答者がいるため 

※ 回収率は、いずれの調査対象についても配布数を基準として算出している（免許状更新講
習受講者/非受講者については、配布数が推計値であること及び回収票のなかに免許状更新
講習受講有無の不明票があることを勘案し、回収率は算出していない） 

 

(2) 学生、若手教員、高校生、保護者に対するグループインタビュー 
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１．教員に求められる資質能力について 

（１） 必要とされる教員の資質能力の充足度 

＜教員＞ 
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ａ．教師の仕事に対する使命感や誇り

ｂ．子どもに対する愛情や責任感

ｃ．子ども理解力

ｄ．児童・生徒指導力

ｅ．集団指導の力

ｆ．学級づくりの力

ｇ．学習指導・授業づくりの力

ｈ．教材解釈の力

ｉ．豊かな人間性や社会性

ｊ．常識と教養

ｋ．対人関係能力、コミュニケーション能力

ｌ．教職員全体と同僚として協力していくこと

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

とても充足している やや充足している やや不足している とても不足している

 

 

＜学校長（初任者教員の段階について）＞  

25.2

27.3

7.0

21.1

56.8

58.8

41.6

34.1

28.5

32.9

37.6

38.5

49.0

52.5

51.3

58.1

17.3

13.3

51.6

58.7

62.1

58.6

54.8

53.7

42.1

39.6

38.7

19.7

5.1

6.0

3.0

2.9

2.5

1.9

2.3

3.7

1.2

2.9

2.8

3.0

4.8

4.6

6.0

7.5

5.0

3.1

0.6

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ａ．教師の仕事に対する使命感や誇り(N=5934)

ｂ．子どもに対する愛情や責任感(N=5968)

ｃ．子ども理解力(N=5972)

ｄ．児童・生徒指導力(N=5955)

ｅ．集団指導の力(N=5964)

ｆ．学級づくりの力(N=5955)

ｇ．学習指導・授業づくりの力(N=5948)

ｈ．教材解釈の力(N=5961)

ｉ．豊かな人間性や社会性(N=5965)

ｊ．常識と教養(N=5970)

ｋ．対人関係能力、コミュニケーション能力

(N=5972)

ｌ．教職員全体と同僚として協力していくこと

(N=5974)

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

とても充足している やや充足している やや不足している とても不足している
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＜学校長（中堅教員の段階について）＞  
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ａ．教師の仕事に対する使命感や誇り(N=6330)

ｂ．子どもに対する愛情や責任感(N=6366)

ｃ．子ども理解力(N=6369)

ｄ．児童・生徒指導力(N=6348)

ｅ．集団指導の力(N=6364)

ｆ．学級づくりの力(N=6365)

ｇ．学習指導・授業づくりの力(N=6358)

ｈ．教材解釈の力(N=6361)

ｉ．豊かな人間性や社会性(N=6353)

ｊ．常識と教養(N=6354)

ｋ．対人関係能力、コミュニケーション能力

(N=6363)

ｌ．教職員全体と同僚として協力していくこと

(N=6352)

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

とても充足している やや充足している やや不足している とても不足している

 

 

＜学校長（ベテラン教員の段階について）＞  
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ａ．教師の仕事に対する使命感や誇り(N=6336)

ｂ．子どもに対する愛情や責任感(N=6365)

ｃ．子ども理解力(N=6373)

ｄ．児童・生徒指導力(N=6350)

ｅ．集団指導の力(N=6365)

ｆ．学級づくりの力(N=6368)

ｇ．学習指導・授業づくりの力(N=6360)

ｈ．教材解釈の力(N=6371)

ｉ．豊かな人間性や社会性(N=6372)

ｊ．常識と教養(N=6372)

ｋ．対人関係能力、コミュニケーション能力

(N=6371)

ｌ．教職員全体と同僚として協力していくこと

(N=6374)

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

とても充足している やや充足している やや不足している とても不足している
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＜保護者＞  
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ｃ．子ども理解力(N=6172)

ｄ．児童・生徒指導力(N=6178)

ｅ．集団指導の力(N=6165)

ｆ．学級づくりの力(N=6162)

ｇ．学習指導・授業づくりの力(N=6155)

ｈ．教材解釈の力(N=6113)

ｉ．豊かな人間性や社会性(N=6155)

ｊ．常識と教養(N=6155)

ｋ．対人関係能力、コミュニケーション能力

(N=6162)

ｌ．教職員全体と同僚として協力していくこと

(N=6147)
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・
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とても充足している やや充足している やや不足している とても不足している

 

 

＜教育委員会＞  
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ｅ．集団指導の力(N=1115)

ｆ．学級づくりの力(N=1113)

ｇ．学習指導・授業づくりの力(N=1116)

ｈ．教材解釈の力(N=1110)

ｉ．豊かな人間性や社会性(N=1116)

ｊ．常識と教養(N=1112)

ｋ．対人関係能力、コミュニケーション能力

(N=1115)

ｌ．教職員全体と同僚として協力していくこと

(N=1116)
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・
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・
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・
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・
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・
・

とても充足している やや充足している やや不足している とても不足している
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＜教職課程を有する大学＞ 
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（２） 必要とされる教員の資質能力を確保するための制度 

＜教員＞

39.2

36.6

44.3

34.5

32.8

34.0

54.0

57.8

45.0

60.2

46.8

23.7

40.5

38.3

17.5

15.0

11.9

9.9

15.0

17.1

42.4

47.1

42.9

29.1

61.0

58.9

76.5

82.1

82.5

83.6

78.6

71.2

53.3

46.8

57.5

71.9

5.2

3.3

7.0

8.0

6.5

6.8

11.0

9.6

6.0

7.9

5.4

6.0

0 20 40 60 80 100

ａ．教師の仕事に対する使命感や誇り

ｂ．子どもに対する愛情や責任感

ｃ．子ども理解力

ｄ．児童・生徒指導力

ｅ．集団指導の力

ｆ．学級づくりの力

ｇ．学習指導・授業づくりの力

ｈ．教材解釈の力
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ｌ．教職員全体と同僚として協力していくこと
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・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

大学等における養成カリキュラム 教員採用選考

任用後の研修制度 免許更新制・免許の上進

(%)
N=14,225

 

 

＜学校長＞ 
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ｋ．対人関係能力、コミュニケーション能力

ｌ．教職員全体と同僚として協力していくこと
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・
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・
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・
・

・
・

・
・

大学等における養成カリキュラム 教員採用選考

任用後の研修制度 免許更新制・免許の上進

(%)
N=6,487
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＜教育委員会＞ 
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ａ．教師の仕事に対する使命感や誇り(N=1151)
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ｃ．子ども理解力(N=1151)

ｄ．児童・生徒指導力(N=1151)

ｅ．集団指導の力(N=1151)

ｆ．学級づくりの力(N=1151)

ｇ．学習指導・授業づくりの力(N=1151)

ｈ．教材解釈の力(N=1151)

ｉ．豊かな人間性や社会性(N=1151)

ｊ．常識と教養(N=1151)

ｋ．対人関係能力、コミュニケーション能力

(N=1151)

ｌ．教職員全体と同僚として協力していくこと

(N=1151)

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

大学等における養成カリキュラム 教員採用選考

任用後の研修制度 免許更新制・免許の上進

(%)
N=1,151

 

 

＜教職課程を有する大学＞ 
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・
・

・
・

・
・

大学等における養成カリキュラム 教員採用選考

任用後の研修制度 免許更新制・免許の上進

(%)
N=661
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２． 教職課程の認定 

（１）教職課程の認定制度の是非 

＜教育委員会＞ 

51.7 23.7 3.51.8 19.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=1,144

現状の制度のままでよい 認定の基準を厳しくすべき 認定の基準を緩和すべき

制度自体が不要 わからない

 

 

＜教職課程を有する大学＞ 

63.9 17.4 11.7 2.3 4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=651

現状の制度のままでよい 認定の基準を厳しくすべき 認定の基準を緩和すべき

制度自体が不要 わからない

 

 

 

（２）教職課程の運営に関する事後評価・確認の是非 

＜教育委員会＞   

38.6 16.0 43.1 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=655

実施すべきである 実施すべきではない どちらともいえない わからない

 

 

＜教職課程を有する大学＞  

52.5 5.0 33.9 8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=1,138

実施すべきである 実施すべきではない どちらともいえない わからない
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３． 教員養成について 

現在の学部段階の教職課程の課題  

49.2

21.6

7.5

4.6

51.4

26.0

9.5

51.9

23.3

9.4

7.0

64.0

36.3

6.8

30.3

16.2

7.9

8.8

39.8

40.5

12.8

24.7

56.3

21.5

8.7

7.0

60.8

37.8

6.3

30.7

24.2

14.4

8.6

38.6

23.6

13.8

42.0

24.5

13.7

8.3

22.1

20.7

12.1

14.7

0 10 20 30 40 50 60 70

内容・カリキュラムが学校現場に即していない

最新の知識・技能を身につける内容になっていない

内容・カリキュラムの単位数が不十分

養成課程の期間（原則４年）が短い

担当する大学教員の学校現場の経験が不十分

教育実習の期間が短い

その他

わからない

・
・

・
・

・
・

・
・

教員(N=14225) 学校長(N=6487) 保護者(N=6277)

教育委員会(N=1151) 大学(N=661) 学生(N=2381)

(%)

 

 

 

４． 教育実習について 

現在の教育実習の課題（上図の設問で「内容・カリキュラムが学校現場に即していない」「最新の知識・技能を身につけ

る内容になっていない」「内容・カリキュラムの単位数が不十分」をあげた者のうち、教育実習について改善が必要と答えた者

による回答）  

23.3

42.2

25.4

20.0

31.5

24.5

46.7

45.2

5.1

24.3

54.8

29.4

24.0

36.7

27.2

54.4

42.6

5.0

26.0

55.1

35.6

23.9

38.4

58.6

53.1

36.8

3.4

24.6

45.4

35.7

37.7

27.5

41.1

43.0

37.2

11.6

17.8

46.2

18.2

22.7

33.0

12.0

0 10 20 30 40 50 60 70

実習内容が不十分

実習期間が短い

実習校の指導体制が不十分

大学と実習校や教育委員会との連携が不十分

大学の指導体制が不十分

実習生受入校における実習生の指導・評価方針に国と

しての明確な基準がない

実習生受入校の負担が大きい

教員を志望していないにもかかわらず実習しようとする

学生が多い

その他

・
・

・
・

・
・

・
・

・

教員(N=4846) 学校長(N=2615) 教育委員会(N=497) 大学(N=207) 学生(N=793)

(%)

 

※ 大学には、法定されている教職課程の科目の内容・カリキュラムについて照会 

※

※

※
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５． 一定の専門性を公的に証明する資格の創設、教職課程の修士化について 

 

（１）―１ 特定の分野の資質能力を公証する資格を創設することは有益であるか   

18.8

27.3

23.1

33.3

61.3

60.7

59.3

55.0

19.9

11.9

17.6

11.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教員(N=14142)

学校長(N=6334)

教育委員会(N=1148)

大学(N=655)

・
・

・
・

そう思う そうは思わない 分からない

 

   

（１）―２ 資格の創設が有益と考えられる分野（上図の設問で「そう思う」と答えた者のみの回答） 

20.0

45.6

46.4

62.8

7.1

23.8

55.2

48.7

60.7

7.0

28.7

54.7

47.9

63.0

7.2

38.1

56.9

52.8

56.4

8.7

0 10 20 30 40 50 60 70

学校経営

生徒・進路指導

教科指導

特別支援教育

その他

・
・

・
・

・

教員(N=2653) 学校長(N=1732) 教育委員会(N=265) 大学(N=218)

(%)
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（３）教職課程を修士まで引き上げた場合に期待できる効果  

11.1

46.1

11.8

6.1

28.9

17.5

17.1

51.7

18.1

9.7

25.0

12.9

21.8

46.3

20.7

11.7

19.4

18.5

16.2

55.8

15.3

9.4

22.2

14.7

16.3

51.7

17.4

15.4

29.3

7.4

31.8

66.4

28.6

18.0

14.1

6.0

0 10 20 30 40 50 60 70

実践的な指導力が身に付く

教科や生徒指導などの専門性が高まる

学生が教員になることへの自信がつく

保護者からの信頼を得られる

特にない

わからない

・
・

・
・

・
・

教員(N=14225) 学校長(N=6487) 保護者(N=6277)

教育委員会(N=1151) 大学(N=661) 学生(N=2381)

(%)

 

 

（４）教職課程を修士まで引き上げた場合の問題点・課題  

69.4

23.3

45.2

14.9

34.5

29.3

2.0

7.3

72.8

32.6

44.9

18.5

42.6

33.5

1.6

3.5

59.5

16.6

34.5

14.1

23.9

29.0

3.0

15.5

77.2

33.1

42.8

21.5

44.2

37.3

1.1

5.0

89.0

40.7

65.1

35.4

50.8

56.0

1.1

0.6

85.4

14.0

64.3

20.2

32.0

41.7

0.7

2.4

0 20 40 60 80 100

学生の経済的な負担が大きくなる

優秀な教員を確保することが難しくなる

教員として就職できない学生や、途中で教職に向かない

と判断した学生の就職先が問題

大学・大学院で指導する教員の確保が難しい

学校現場の負担とならない教育実習とする必要がある

大学・大学院のカリキュラムを見直す必要がある

特にない

わからない

・
・

・
・

・
・

・
・

教員(N=14225) 学校長(N=6487) 保護者(N=6277)

教育委員会(N=1151) 大学(N=661) 学生(N=2381)

(%)
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６． 教員研修について  

充実させるべき教員研修の内容・方法 ※１ 

31.5

54.8

65.1

47.3

34.5

19.1

13.0

10.4

26.5

60.7

76.0

59.9

41.1

21.3

31.3

8.6

33.3

81.0

60.3

48.3

30.5

15.0

15.5

14.9

24.8

57.9

82.9

71.0

56.8

32.6

44.3

16.6

68.4

59.9

41.1

30.9

44.6

33.3

22.5

19.5

15.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

各教科の内容に関する学問分野の専門的知識

子どもの心理、発達に関する専門的知識

各教科の指導力・授業力

生徒指導、教育相談及び進路指導

特別支援教育に関する専門的知識

情報通信技術(ICT)活用指導力

学校組織マネジメント

外国人児童生徒の指導など現代的な課題への対応

学校の管理職養成

・
・

・
・

・
・

・
・

・

教員(N=14225) 学校長(N=6487) 保護者(N=6277) 教育委員会(N=1151) 大学(N=661)

(%)

内
容

 

※１ 大学には、大学と教育委員会の連携により、充実させることができる内容等を照会 
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8.7

9.8

36.8

36.8

21.8

42.3

42.4

26.9

2.7

0.8

9.3

15.3

42.3

50.3

16.8

45.6

52.2

41.4

2.1

0.2

9.4

3.6

12.0

11.4

36.2

69.6

18.0

39.4

47.4

44.0

19.0

2.2

0.3

22.2

24.4

5.0

4.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

研修講師等の養成・確保

民間企業等での就業体験

教育研究団体等による研修会、教育研究会の場の確
保

校内研修

大学・大学院で学ぶ機会の確保

希望する研修の受講機会を一定期間確保

研修受講時の代替教員等の確保

研修関係予算

法定研修の弾力的運用

その他

わからない

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
教員(N=14225) 学校長(N=6487) 保護者(N=6277) 教育委員会(N=1151) 大学(N=661)

(%)

方
法

そ
の
他

 

※２ 大学には、「研修講師等の指導者養成」を充実させることができるかについて照会 

※２
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７． 管理職養成・登用について 

（１）管理職に求められる資質能力の充足度 

＜教員＞ 

39.6

35.7

47.3

36.3

34.2

37.3

27.0

33.2

28.6

27.4

19.6

44.7

44.9

36.4

42.6

42.2

43.1

40.7

44.5

43.4

43.5

32.6

6.2

6.0

7.7

11.0

12.5

9.5

17.8

9.3

14.3

13.8

9.4

7.0

7.0

8.0

12.2

6.4

7.7

7.9

8.0

7.5

11.3

10.2

12.0

31.5

3.4

3.5

1.7

2.0

3.2

2.4

2.2

1.2

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ａ．教育に関する理念や識見(N=13518)

ｂ．学校運営に関する法令等の知識と理解
(N=13520)

ｃ．管理職としての責任感(N=13525)

ｄ．地域や学校の状況・課題を的確に把握する力
(N=13518)

ｅ．状況や課題に応じて必要な対応策を創造する

力(N=13510)

ｆ．地域、保護者とのコミュニケーションを図る力
(N=13517)

ｇ．教職員の意欲を引き出すなどのリーダーシップ

力(N=13523)

ｈ．関係機関等との連携・折衝を行う力(N=13511)

ｉ．組織的、機動的な学校運営を行う力(N=13509)

ｊ．総合的なマネジメント力(N=13500)

ｋ．その他(N=2130)

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・

とても充足している やや充足している やや不足している

とても不足している わからない

 

 

＜学校長＞ 

16.4

8.3

44.7

22.2

18.6

24.2

13.9

17.4

13.2

11.1

13.6

70.5

57.2

49.6

63.8

62.4

61.2

61.1

62.4

59.3

58.4

53.2

11.2

31.1

4.1

12.0

16.7

12.5

22.6

18.0

24.8

26.9

14.3 17.6

0.5

2.0

0.2

0.6

0.9

0.6

1.0

0.8

1.2

1.6

1.4

1.9

1.5

1.5

1.5

1.4

1.4

1.3

1.2

1.3

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ａ．教育に関する理念や識見(N=6090)

ｂ．学校運営に関する法令等の知識と理解

(N=6093)

ｃ．管理職としての責任感(N=6092)

ｄ．地域や学校の状況・課題を的確に把握する力

(N=6087)

ｅ．状況や課題に応じて必要な対応策を創造する

力(N=6086)

ｆ．地域、保護者とのコミュニケーションを図る力

(N=6089)

ｇ．教職員の意欲を引き出すなどのリーダーシップ

力(N=6090)

ｈ．関係機関等との連携・折衝を行う力(N=6086)

ｉ．組織的、機動的な学校運営を行う力(N=6085)

ｊ．総合的なマネジメント力(N=6084)

ｋ．その他(N=568)

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・

とても充足している やや充足している やや不足している

とても不足している わからない
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＜保護者＞ 

45.5

31.3

52.9

39.2

34.7

42.3

29.5

29.2

27.2

25.2

19.9

44.6

48.4

36.9

44.1

46.0

40.1

43.6

45.7

47.2

46.3

30.0

4.4

5.0

10.3

10.4

12.0

12.8

9.7

9.5

10.0

10.4

15.2

7.4

11.9

14.2

14.8

17.2

34.6

4.7

1.5

5.1

1.3

1.2

1.2

2.2

2.1

1.4

1.0

0.4

0.4

3.3

5.0

4.2

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ａ．教育に関する理念や識見(N=6092)

ｂ．学校運営に関する法令等の知識と理解

(N=6079)

ｃ．管理職としての責任感(N=6105)

ｄ．地域や学校の状況・課題を的確に把握する力

(N=6104)

ｅ．状況や課題に応じて必要な対応策を創造する

力(N=6080)

ｆ．地域、保護者とのコミュニケーションを図る力

(N=6100)

ｇ．教職員の意欲を引き出すなどのリーダーシップ

力(N=6095)

ｈ．関係機関等との連携・折衝を行う力(N=6094)

ｉ．組織的、機動的な学校運営を行う力(N=6091)

ｊ．総合的なマネジメント力(N=6086)

ｋ．その他(N=963)

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
とても充足している やや充足している やや不足している

とても不足している わからない

 

 

＜教育委員会＞ 

15.6

7.1

29.7

14.2

7.4

13.8

7.8

7.4

6.9

5.6

7.1

71.5

63.8

61.9

69.0

60.1

65.3

59.2

65.0

62.5

58.2

45.7

11.5

26.4

7.2

15.3

30.2

19.2

29.9

25.3

28.8

33.6

14.3 5.7 27.1

1.1

0.8

1.1

1.9

0.7

1.2

0.3

0.2

1.4

0.4

1.6

1.1

1.1

1.1

1.0

1.2

1.2

1.0

1.3

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ａ．教育に関する理念や識見(N=1133)

ｂ．学校運営に関する法令等の知識と理解

(N=1132)

ｃ．管理職としての責任感(N=1132)

ｄ．地域や学校の状況・課題を的確に把握する力

(N=1133)

ｅ．状況や課題に応じて必要な対応策を創造する力

(N=1129)

ｆ．地域、保護者とのコミュニケーションを図る力

(N=1134)

ｇ．教職員の意欲を引き出すなどのリーダーシップ

力(N=1134)

ｈ．関係機関等との連携・折衝を行う力(N=1133)

ｉ．組織的、機動的な学校運営を行う力(N=1133)

ｊ．総合的なマネジメント力(N=1133)

ｋ．その他(N=70)

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・

とても充足している やや充足している やや不足している

とても不足している わからない
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＜教職課程を有する大学＞ 

7.3

10.6

14.8

5.2

52.7

55.0

55.8

45.6

37.2

42.5

30.5

44.9

37.3

32.6

22.1

27.2

20.6

18.9

36.4

42.4

39.0

46.0

35.6

41.6

42.8

17.6

8.1

10.4

4.8

6.8

9.7

20.6

9.3

9.7

9.1

9.5

9.7

9.2

10.1

10.6

10.8

11.9

38.2

4.6

2.7

2.8

4.1

3.5

3.0

1.5

3.5

4.1

3.8

4.1

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ａ．教育に関する理念や識見(N=632)

ｂ．学校運営に関する法令等の知識と理解(N=631)

ｃ．管理職としての責任感(N=629)

ｄ．地域や学校の状況・課題を的確に把握する力

(N=629)

ｅ．状況や課題に応じて必要な対応策を創造する力

(N=632)

ｆ．地域、保護者とのコミュニケーションを図る力

(N=631)

ｇ．教職員の意欲を引き出すなどのリーダーシップ

力(N=632)

ｈ．関係機関等との連携・折衝を行う力(N=630)

ｉ．組織的、機動的な学校運営を行う力(N=632)

ｊ．総合的なマネジメント力(N=631)

ｋ．その他(N=68)

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
とても充足している やや充足している やや不足している とても不足している わからない

 

 

（２）資質能力を備えた人材を管理職として登用するための方策  

7.4

34.3

11.1

10.4

48.6

18.1

5.8

12.3

23.6

51.7

8.7

8.8

6.4

48.3

13.3

5.4

6.8

54.5

36.4

13.4

38.2

12.0

6.4

9.3

11.1

28.8

51.4

7.1

6.8

3.6

47.6

8.3

4.6

33.4

18.9

39.0

20.3

15.9

13.5

54.9

5.6

6.5

0 10 20 30 40 50 60

大学院で学ぶ機会の確保

国による管理職養成研修（中央研修）の充実

任命権者による管理職養成研修の充実

大学院による管理職養成コースの設置

外部人材の積極的な登用

管理職としての資質能力を有することを公証する資格を

新設

管理職選考の改善

現行で十分

その他

わからない

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

教員(N=14225) 学校長(N=6487) 保護者(N=6277) 教育委員会(N=1151) 大学(N=661)

(%)
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８． 教員免許更新制について 

（１）教員免許更新制の効果 

＜教員＞ 

35.9

22.7

14.1

8.4

16.6

6.0

28.1

38.9

40.1

38.2

37.8

31.8

11.4

15.5

23.2

30.3

21.7

30.2

20.5

21.2

21.4

22.3

22.7

31.1

4.1

1.2

0.8

1.2

0.8

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ａ．最新の知識技能の習得(N=13938)

ｂ．児童生徒への質の高い教育の提供(N=13885)

ｃ．教員としての自信と誇りの高まり(N=13892)

ｄ．社会からの教員に対する信頼・尊敬の念の高

まり(N=13889)

ｅ．大学と学校現場の連携(N=13896)

ｆ．不適格教員の排除(N=13863)

・
・

・
・

・
・

とてもある ややある あまりない 全くない わからない

 

 

＜学校長＞ 

48.0

27.3

21.9

14.1

21.0

12.0

33.8

51.8

52.4

52.2

48.9

41.8

5.2

8.7

13.4

20.5

17.8

28.3

9.8

10.5

10.9

12.1

11.3

15.9
2.0

1.1

1.0

1.4

1.6

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ａ．最新の知識技能の習得(N=6339)

ｂ．児童生徒への質の高い教育の提供(N=6340)

ｃ．教員としての自信と誇りの高まり(N=6331)

ｄ．社会からの教員に対する信頼・尊敬の念の高ま

り(N=6336)

ｅ．大学と学校現場の連携(N=6329)

ｆ．不適格教員の排除(N=6334)

・
・

・
・

・
・

とてもある ややある あまりない 全くない わからない

 

 

＜保護者＞ 

8.7

7.8

8.1

5.6

3.6

9.6

41.3

35.3

30.8

25.5

22.3

20.8

20.1

26.1

27.4

33.5

32.3

27.4

6.1

9.3

8.1

10.1

26.5

26.5

27.5

26.1

33.6

32.1

4.4

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ａ．最新の知識技能の習得(N=6075)

ｂ．児童生徒への質の高い教育の提供(N=6088)

ｃ．教員としての自信と誇りの高まり(N=6084)

ｄ．社会からの教員に対する信頼・尊敬の念の高ま

り(N=6087)

ｅ．大学と学校現場の連携(N=6092)

ｆ．不適格教員の排除(N=6104)

・
・

・
・

・
・

とてもある ややある あまりない 全くない わからない
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＜教育委員会＞ 

5.5 55.1

36.0

25.5

16.9

23.0

10.4

23.9

40.5

46.9

48.9

47.4

39.7

8.8

14.1

10.7

27.7

13.6

16.3

17.0

19.1

18.0

20.4

1.8

1.0

1.0

1.8

2.5

1.8

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ａ．最新の知識技能の習得(N=1139)

ｂ．児童生徒への質の高い教育の提供(N=1138)

ｃ．教員としての自信と誇りの高まり(N=1138)

ｄ．社会からの教員に対する信頼・尊敬の念の高ま

り(N=1135)

ｅ．大学と学校現場の連携(N=1136)

ｆ．不適格教員の排除(N=1137)

・
・

・
・

・
・

とてもある ややある あまりない 全くない わからない

 

 

＜教職課程を有する大学＞ 

14.6

5.8

3.9

2.8

11.3

1.4

54.7

42.0

25.1

14.0

40.1

6.7

18.0

32.0

41.0

46.0

31.8

27.8

2.5

4.7

11.0

17.9

5.3

39.5

10.2

15.5

19.0

19.3

11.6

24.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ａ．最新の知識技能の習得(N=644)

ｂ．児童生徒への質の高い教育の提供(N=640)

ｃ．教員としての自信と誇りの高まり(N=637)

ｄ．社会からの教員に対する信頼・尊敬の念の高ま

り(N=637)

ｅ．大学と学校現場の連携(N=639)

ｆ．不適格教員の排除(N=640)

・
・

・
・

・
・

とてもある ややある あまりない 全くない わからない
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（２）他の研修などと比較して免許状更新講習をどのように考えるか 

＜受講した教員＞ 

8.8

15.2

11.9

7.5

15.6

28.8

41.4

48.4

45.9

34.6

41.1

27.9

11.3

23.8

12.0

38.1

28.2

31.1

41.9

27.6

48.0

39.5

36.5

15.0

9.5

6.9

9.9

14.5

14.1

18.7

44.0

33.1

9.9 34.3

4.8

2.5

3.9

2.1

1.2

1.1

1.6

1.6

1.6

2.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ａ．最新の教育成果を生かした内容だった(N=3812)

ｂ．専門性の高い内容だった(N=3850)

ｃ．新たな視点を持つことができる内容だった

(N=3859)

ｄ．これまでの教育活動を振り返ることができる内

容だった(N=3851)

ｅ．学校現場や教育委員会を離れた場での受講は
良い刺激となった(N=3861)

ｆ．学校における教育活動に、すぐ生かせる内容

だった(N=3849)

ｇ．大学教員とのつながりを持つことができた

(N=3844)

ｈ．他の校種の教員との交流ができた(N=3847)

ｉ．その他(N=274)

・
・

・
・

・
・

・
・

・

とてもそう思う ややそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない

 

 

＜学校長＞ 

6.0

13.3

47.9

43.9

57.0

54.9

46.9

15.8

36.9

40.9

27.8

28.8

34.7

22.2

7.6

8.1 40.6

6.0

5.2

3.2

3.3

5.5

4.6

5.6

5.2 6.7

6.3

5.4

4.8

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ａ．最新の研究成果について受講できる(N=6241)

ｂ．専門性の高い内容を受講できる(N=6261)

ｃ．新たな視点を持つことができる(N=6266)

ｄ．これまでの教育活動を振り返ることができる

(N=6290)

ｅ．学校現場や教育委員会を離れた場での受講は

良い刺激となる(N=6270)

ｆ．その他(N=594)

・
・

・
・

・
・

とてもそう思う ややそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない

 

 

＜教育委員会＞ 

7.4

7.0

60.1

56.9

62.3

53.0

52.4

27.0

18.8

34.7

15.1

26.6

30.1

23.5

31.5

29.2

56.3

55.8

45.5

20.9

5.2

6.9

14.9

10.0

5.8

6.9

6.5

7.3

7.1

5.8

9.0

10.0

8.1

51.2

4.2

3.4

4.4

4.4

0.9

0.5

1.7

2.2

3.1

2.6

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ａ．最新の教育成果を生かした内容を学ぶことがで

きる(N=1124)

ｂ．専門性の高い内容を学ぶことができる(N=1124)

ｃ．新たな視点を持つことができる内容を学ぶこと

ができる(N=1124)

ｄ．これまでの教育活動を振り返ることができる内

容を学ぶことができる(N=1126)

ｅ．学校現場や教育委員会を離れた場での受講は

良い刺激となる(N=1124)

ｆ．教育活動に、すぐ生かせる内容を学ぶことがで

きる(N=1124)

ｇ．大学教員とのつながりを持つことができる

(N=1125)

ｈ．他の校種の教員との交流ができる(N=1122)

ｉ．その他(N=86)

・
・

・
・

・
・

・
・

・

とてもそう思う ややそう思う あまりそう思わない まったくそう思わない わからない
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（３）教員免許更新制の課題  

1.4

46.2

40.8

70.6

21.8

31.1

30.1

77.2

22.5

12.6

35.8

47.0

33.9

9.2

0.6

5.1

33.2

46.0

57.1

10.8

32.9

25.5

73.8

16.2

6.1

18.0

34.7

29.8

8.0

1.4

5.6

31.4

37.5

52.4

10.8

29.2

22.4

73.6

17.5

3.0

14.6

35.1

32.8

7.7

1.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

講習の受講時間数（30時間）が少ない

講習の受講時間数（30時間）が多い

講習内容が学校現場のニーズに合っていない

受講費用が高い

講習の開催情報の入手が困難である

参加したい講習に定員超過のため入れない

選択できる講習が少ない

多忙な中で参加しにくい

講習を実施している場所の交通の便が悪い

講習を実施している時期が悪い

受講後に修了認定試験を受ける負担が大きい

更新事務手続きが煩雑である

免許状失効の不安がある

その他

特に課題はない

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

・

教員(N=14225) 学校長(N=6487) 教育委員会(N=1151)

(%)
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（４）大学が免許状更新講習を実施する意義＜教職課程を有する大学＞  

34.2 17.6 14.4 17.7 16.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=626

大学における研究成果等を現職教員の資質向上に生かせる
現職教員を受け入れることで、学校現場のニーズを把握できる
教育委員会や学校現場との連携を深めるきっかけとなる
卒業生のリカレント教育を行うことができる
特にない

 

 

 

（５）免許状更新講習の実施主体として困難と感じた点＜教職課程を有する大学＞ 

N=661

30.9

8.9

16.5

17.7

20.9

33.9

68.2

13.8

11.3

5.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

開催する講習の種類・規模の設定が困難である

講習の開催情報の広報が困難である

受講者の募集が困難である

特定の講習に受講者の応募が偏る

開講にかかる費用が受講料から確保できない

講習開設のための財政的支援が不十分である

講習担当教員や事務担当者の負担が大きい

履修認定にあたり、判定が困難である

わからない・実施を検討していない

その他

・
・

・
・

・
・

・
・

・
・

(%)
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